地域主導型再生可能エネルギー事業化検討業務に関する提案書
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０．はじめに
　本書は、地域主導型再生可能エネルギー事業化検討業務の公募要領を遵守し、その実施方法等に関する提案を行うものである。また、本業務の実施に当たっては、本提案書を基にして事業を行うものとする。
１．業務の基本方針と目的
　本業務の基本方針及び目的を簡潔に記載してください。
	


※Ａ４版１枚以内とする。
２．地域の特性
本業務で再生可能エネルギー事業化計画を検討する予定地域の概要と特性を記載してください。なお、その際はこれまで行われきた調査結果や統計資料などを基に、再生可能エネルギー導入の可能性も踏まえて記載してください。
	


※Ａ４版１枚以内とする。
３．業務の実施方法

３－１．事業化計画の対象とする再生可能エネルギーの種類

本業務で対象とする再生可能エネルギーの種類と選定理由を記載してください。複数の種類を含む計画を策定する場合には、再生可能エネルギーごとに項目を設け、それぞれに理由を記載してください。同種のエネルギーであっても事業形成手法が大きく異なるような場合には分けて整理してください。
	


※A４版１枚以内に記載すること。
３－２．実施方針
　この業務の中で再生可能エネルギーを事業として形成するために協議会の立ち上げから事業化計画策定までのプロセスを具体的に記載してください。なお、その際は住民参画の形態や、事業収支、事業主体のあり方などの方針も考慮し記載してください。

	


※A４版３枚以内に記載すること。
３－３．資金調達の方法

　事業化計画を具体化させるために必用な資金調達についての考え方、方向性、手法などを記載してください。

	


※A４版１枚以内に記載すること。
３－４．その他活動計画

以上で記述した以外に、地域住民の参加や関連組織の連携強化につながる活動などについて計画を記載してください。

	


※A４版１枚以内に記載すること。
４．協議会の構成
４－１．構成団体

　地域のコーディネーター候補や事務局体制、協議会を構成する団体を列挙し、それぞれの連携状況(協議会参加への内諾有無、これまでの活動実績など)がわかる、事業実施体制図を記載してください。
	


※A４版２枚以内に記入すること。
４－２．地方公共団体との連携
　業務対象地域の地方公共団体と協議する場の設定や協議の方法について記載してください(地方公共団体が協議会の会員となっていない場合には、当該地方公共団体がどの様に協議会に関わっていくのかを記載してください)。

	


※A４版１枚以内に記入すること。
４－３．これまでの実績

　再生可能エネルギー又は地球温暖化防止分野での応募法人の活動実績を記述すること。既に協議会形式の組織が存在する場合には、協議会としての活動と、協議会以外の活動の区別が分かるようにすること。この分野の活動実績がない法人が申請する場合、協議会の構成員・構成団体の活動実績を記述してよい。

	


※A４版２枚以内に記入すること。

５．事業計画

５－１．本業務の実施計画
　単年度で終了する予定の場合は今年度分のみを、２年間又は３年間の業務計画がある場合は該当する期間について記述すること。複数年の期間を要する場合にはその理由を記載すること。また、到達目標については年度ごとに定量的に記述すること。

（今年度）
	時　期
	内　　　　　容

	
	

	到達目標


	


※A４版２枚以内に記入すること。

（第2年度）
	時　期
	内　　　　　容

	
	

	到達目標


	


※A４版１枚以内に記入すること。

（第3年度）
	時　期
	内　　　　　容

	
	

	到達目標


	


※A４版１枚以内に記入すること。

５－２．本業務終了後の展望
本業務の成果を基に、事業終了後、再生可能エネルギーの普及拡大を長期的に進めるために、どのような活動を行っていくのかを記載してください。

	


※A４版１枚以内に記入すること。



